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　　きれいにできてるネ！グ

　先月14・15日に行なわれた恒例の老人工

芸品展、おじいちゃん、おばあちゃんの作った

わら細工、竹細工、手芸に待ちかねた人た

ちが殺倒するにぎわいでした。

この広報紙は、再生

紙を使っています。



論

　　　1、　轍

謝辞を述べる桑原さん

　　　　』

鱒

「ふるさとを愛して下さい。」

「カンパ～イ〃」

霧　
蘇
灘

　
　
襲

媛一

　　　　　講，藍
　　　　　1、灘猛

あでやかな着物姿

㌶鐘
獺灘霧

、 昼食では話しもはずみました
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埋
め
て
も
い
い
か
な
。

10年後はどうなってるかな？

犠

3 広報なかさと 平成6年5月10日

　今年度から5月に開催することになりました成人式が3

日に∪モールで行われました。

　「自分たちの成人式」をと￥成人を迎える代表者で実行

委員会を組織し￥企画にあたってきました。

今年成人式を迎えたのは￥91名（男性52名￥女性39名）で￥

この日は￥70名の皆さんが出席し￥「久しぶり」￥「今どこに

いるの」￥「きれいになったネ」と声をかけ合っていました。

式典で村長が「責任．権利￥義務を再認識していただき￥

大人としてあつかわれ自由になりましたが￥無責任は許さ

れないので責任を持って行動してもらいたい。また￥村は

過疎の波をうけているが自然に恵まれているこのふるさと

をゆっくり見直してほしい￥ふるさとを愛し￥ふるさとを

宝として￥村の発展に若いみなさんのご協力とご支援をい

ただきたい。」とあいさつ。上村県議会議員．斎喜村議会議

長￥藤田教育委員長の祝辞のあと成人を代表して倉俣の桑

原智子さんが「親からの保護を離れ￥社会からも認められ

すべての言行の貢任は、目分で背負わなければならなくな

るという意味で自分の人生において重大な歳だと考えてい

ます。これからも沢山の人と出合いさらに視野を広げて自

分らしさを大切に￥また真実を見失わないよう明るい未釆

に向けて一歩￥一歩．歩んでいきたいと思います。」と謝辞

を述べました。

成人を祝し、乾杯をしたあと記念撮影で午前の部が終了

しました。久しぶりに会った仲間と昼食を楽しんだ後￥中

学生のクラスに別れ￥自分の現況を紹介し．「10年後の自分

の姿」を寄せ書きにしていました。その後￥中里中学校に

記念樹の植樹と「10年後の自分の姿」を書いたものを「タ

イムカブセル」として植樹の横に￥10年後の自分の姿を楽

しみに埋めていました。

夕万からは￥合同同級会が行われ￥思い出に残る楽しい

一日を過ごしました。
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碁
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裟

…

㎜
繍灘
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難　
㈱
難　
雌

…

由

…

　5月1日、∪モール多目的ホールで中里芸能協会による第三回「つくし祭」が行われました。

今年のつくし祭は、特別企画として「天神ばやしの旅」と題して、塩沢町、十日町市、川西

町、そして中里村の芸能保存会の皆さん、芸能協会の皆さん等による地元の「天神ばやし」の

披露と「妻有盆唄」の発表がありました。

会場には、およそ500人の観客がつめかけ、歌と踊りに酔いしれていました。

また、3月に中里村芸能協会のシンボルマークを募集した結果、荒屋の善財孝さんの作品が

選ばれ、表彰をうけました。 シンボルマーク

難

懸・

鰻難『

難
欝

謙
盤

　
　
　
穫

　
　
　
鱒
　
　
、
Ψ
覗
篇

覇叢轍璽　　　　慧灘　、購黛瀦羅．零燈嚢蕪

　　　騰騨　畷隷

　　　　　　　　蟹灘嚢灘篶籔鰻繊籔、

齪》纏羅繭・・
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平
成
六
年
度
村
政
功
労
者
に
山
崎

の
井
ノ
川
博
さ
ん
と
上
山
の
上
原
一

男
さ
ん
が
選
ば
れ
、
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
井
ノ
川
博
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五

年
十
月
か
ら
平
成
二
年
三
月
ま
で
の

三
十
九
年
六
か
月
間
、
．
役
場
に
勤
務

さ
れ
、
更
に
平
成
二
年
四
月
か
ら
平

成
六
年
三
月
ま
で
四
年
間
、
中
里
村

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
を
勤
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
上
原
一
男
さ
ん
は
、
固
定
資
産
税

評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
と
し
て
昭

和
五
十
四
年
一
月
か
ら
平
成
元
年
三

月
ま
で
の
十
年
三
か
月
間
、
ま
た
同

委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
平
成
元
年

四
月
か
ら
平
成
五
年
十
二
月
ま
で
の

四
年
九
か
月
間
、
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

．
葦
・
禦

　罎灘伽

講
灘

畿
・
　
　
　
鋤
菱

嚇
嚢

灘
灘
蓼

灘
幣

　
　
　
　
　
　
　
震

　
　
　
　
　
　
窺

　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　

，

．
鑛
囎
盟

■
馨
難
羅
籟
き
雛
雛
購
韓

簾　　　徽

ご苦労さまでした

信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク

　
先
月
二
十
九
日
の
み
ど
り
の
日
に

母
な
る
大
河
信
濃
川
の
流
れ
に
沿
っ

て
、
雪
国
の
自
然
に
育
ま
れ
た
歴
史

や
風
土
に
触
れ
て
い
た
だ
こ
う
と
第

七
回
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ウ
ォ
ー
ク
に
は
津
南
町
か
ら

小
千
谷
市
ま
で
の
五
十
二
㎞
の
間
に

四
コ
ー
ス
の
出
発
地
点
を
設
け
実
施

し
た
も
の
で
、
お
お
よ
そ
二
千
二
百

人
の
参
加
者
が
あ
り
当
村
の
村
民
体

育
館
が
出
発
コ
ー
ス
と
な
っ
た
B
コ

ー
ス
に
は
百
五
人
の
参
加
者
が
あ
り
、

残
雪
の
山
な
み
、
，
ブ
ナ
の
新
緑
、
野

鳥
の
さ
え
ず
り
を
楽
し
み
な
が
ら
ゴ

ー
ル
と
な
る
小
千
谷
市
総
合
産
業
会

館
「
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
を
目
指
し
て
歩

い
て
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　　望　　　　　　　　　　　　翼
　　　　　　　　　　捲
　　　　　　　華
　　　　　　繊
　　　　　”　　　轟　　　議㎜轍

．
・

さあ～出発だ！

平成6年5月10日広報なかさと5



「がんばります」
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
行
わ
れ
る

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
入
団
式
が
先

月
二
十
九
日
、
村
民
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
少
年
団
員
は
、
各
チ
ー

ム
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、
入
場

行
進
を
行
い
、
そ
の
後
各
少
年
団
の

代
表
者
に
認
定
状
の
授
与
と
少
年
団

の
指
導
者
に
委
嘱
状
の
授
与
が
会
長

か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
一
年

間
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
十
分
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
を

し
、
ま
た
来
賓
を
代
表
と
し
て
村
長

が
「
心
の
き
り
つ
も
ス
ポ
ー
ツ
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
一
年
間

心
乏
か
ら
だ
を
鍛
え
て
も
ら
い
た
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

難
購
．

璽饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
み
ち

や
す
ら
ぎ
の
小
径
完
成

　
U
モ
ー
ル
駐
車
場
の
西
側
に
カ
ラ

ー
ブ
ロ
ッ
ク
の
歩
道
が
完
成
し
ま
し

た
。　

こ
の
歩
道
は
、
公
共
下
水
道
事
業

に
よ
り
実
施
し
た
も
の
で
、
歩
道
区

間
が
長
さ
五
十
ニ
メ
ー
ト
ル
と
短
い

区
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
U
モ
ー
ル

を
訪
れ
る
方
や
歩
道
を
利
用
す
る
方

に
す
こ
し
で
も
や
す
ら
ぎ
が
感
じ
ら

れ
、
歩
き
ご
こ
ち
の
よ
い
歩
道
に
と

考
え
ら
れ
完
成
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
歩
道
を
利
用
す
る
方
も
「
普

通
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
歩
道
と
は
歩
く

と
き
の
雰
囲
気
も
ち
が
い
、
あ
た
た

か
み
の
あ
る
歩
道
」
と
し
て
利
用
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

黄
桜
の
丘
に
和
歌
響
き
わ
た
る

“1妊
ヲ1煤

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
初
日
の
先

月
二
十
九
巳
、
黄
色
の
花
弁
を
つ
け

る
桜
で
知
ら
れ
て
い
る
宮
中
の
黄
桜
『

の
丘
で
黄
桜
を
歌
題
に
和
歌
を
詠
む
、

◎
村
長
賞
　
　
　
　
　
川
西
町
中
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
　
　
　
ゆ

中
里
の
黄
桜
の
丘
夫
と
行
く

　
　
　
　
　
　
　
う
つ
し
え
　
　
だ

思
い
み
だ
れ
て
写
真
を
抱
く

第
八
回
黄
桜
の
丘
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
、
六
十
八
人
か
ら
百
七
十

七
首
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中

小
林
マ
サ

か
ら
村
長
賞
に
川
西
町
の
小
林
マ
サ

さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
選
し
た
歌
は
、
桜
の
舞
散
る
中
、

貝
野
吟
詠
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
声
高

◎
観
光
協
会
長
賞
・
　
津
南
町
正
面
　
島
田
千
鶴
子

　
　
　
　
　
　
う
た
げ
　
　
ま
ね

黄
桜
の
花
の
宴
に
招
か
れ
て

お
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
う
ま
ざ
け
　
　
　
よ

男
の
こ
女
み
な
ら
旨
酒
に
酔
う

ら
か
に
歌
わ
れ
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、

春
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

◎
特
選
賞
　
　
　
　
　
　
中
里
村
荒
屋
　
杉
谷
ミ
サ

せ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
つ
か
　
　
ま

精
一
杯
今
を
生
き
ん
と
束
の
間
の

　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

い
の
ち
燃
や
し
て
島
の
湯
を
浴
あ

　　　　尋咳
　　　　！、≦

　　　心1！

紫バ》
　　　　　　／1や
　v

亡
り　と
　1ヤ　　“〃

　　　　　フ藤



平成5／6年期製糖操業は、生育初期から成長期にかけて気象

条件にも恵まれ．また生産者の肥培曹理も例年以上に良く￥豊作

型で推移し生産見込みでは￥前年を上回るものと予想されていま

したが．9月の台風襲来で直撃を受けて島全体が緑を失い、灰色

状態となりました。特にさとうきびの被害は大きく￥かつてない

ほどの減収となりました。操業実績は見込みより1万トンの減収

で生産戸数は726戸￥1戸平均生産量75トン￥平均ブリックス（糖

度）16．52度となっています。前年度からさとうきび収穫作業の改

善を図るため、クレーン車によふ搬出作業の利用者も増えて大き

く改善され．また￥ハーベスターについてもフル稼動し、心配さ

れていた収穫放棄地もなく￥順調に利用実績も伸びています。今

後は機械に合わせた圃場条件の整備や士地の集団化を図り規模拡

大を積極的に推進しながら、農作業を省力化していく必要があり

ます。

縦　　　 磁
． 難徽　、聯

鐙
坂
　
栗
林
静
枝

き
た
き

○
入
賞
　
　
　
　
　
　
津
南
町
陣
場
下
　
滝
沢
紀
美

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ね

黄
桜
の
丘
の
祭
り
に
招
か
ら
て

お
う
ぼ
　
　
う
た
び
と
も

応
募
な
さ
ん
と
歌
人
ら
燃
ゆ

○
入
賞
　
　
　
　
　
　
中
里
村
宮
中
　
藤
田
美
代
子

と
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

灯
ろ
う
の
あ
か
り
に
舞
い
し
黄
桜
の

は
な
び
ら
　
　
　
　
　
さ
か
ず
き

花
弁
浮
き
し
盃
を
ほ
す

○
入
賞
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
山
崎
　
廣
田
ま
つ

　
　
　
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
つ

黄
桜
の
開
く
を
ま
ち
て
嫁
ぎ
く
る

　
　
か
た

娘
に
語
ら
ん
黄
桜
ま
つ
り

新
し
い
保
健
婦
で
す
。

　
　
　
　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
一
日
付
け
で
保
健
婦
と
し
て
採

　
　
　
　
　
　
．
…
臨
繋
用
さ
れ
た
滝
沢
え
か
ら
自
己
紹
介
－

　
　
、
麹
，
・
・
矧
轟
享
－
中
里
村
の
一
二
人
目
の
保
健
婦
と
な
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
滝
沢
佳
子
で
す
。
田
中
に
住
ん

で
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
皆
さ
ん
が
健
康
で
毎
日
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
元
気
で
長
生
き
が
で
き
る
よ
う
に
少
し
で
も
役
立

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
お
会
い
す

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

　
今
後
、
村
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
顔
も
見
受
け
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が

気
軽
に
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

○
入
賞
　
　
　
　
　
中
里
村
新
屋
敷
　
階

　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

黄
桜
の
丘
に
建
ち
ま
す
神
の
碑

た
そ
な
　

ね
は
ん
だ
ん
ご

誰
が
供
え
し
や
浬
繋
の
団
子

奴
賞
雛
療
噌
市
心
、
同
議
　

鳶
ふ
た
つ
悠
然
と
舞
う
鷹
の
巣

○
入
賞
　
　
　
　
　
　
　
津
南
町
寺
強
雛

　
　
　
灘
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

幽

　ランドセルをしょって学校に行

くところです。学校は楽しいです。

とくにサッカーが楽しいです。

　絵は￥顔のはだ色をぬるのがた

いへんでした。ていねいにぬりま

した。

嚢巳門純壁夫肇灘肇謡）⑱

　おねえちゃんのしおりちゃんと

仲よしの健汰君は￥外で遊ぶのが

大好き。いつも二人で砂あそびを

しています。

　でも￥やっぱり男の子￥外で遊

ぶのにあきてくると家の中に入っ

て車のオモチャで遊んでいます。

時々￥おねえちゃんとケンカもす

るけど￥大好きなラーメンを食べ

るときは、二人でなかよく食べて

います。

　　　　　就　　　　ひな　　　　如　　饗攣
難

消
防
職
叢
募
集
／

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で

は
、
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

一
、
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
消
防
士
…
…
若
干
名

二
、
受
験
資
格

⊥
局
等
学
校
卒
業
者
で
昭
和
4
4
年
4

　
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

　
（
平
成
6
年
4
月
1
日
現
在
2
5
歳

　
以
下
の
者
）

・
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

　
中
里
村
に
移
住
可
能
な
者

・
身
長
1
6
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

　
上
、
胸
囲
は
お
お
む
ね
身
長
の
2

　
分
の
1
以
上
体
重
50
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
以
上
、
視
力
両
眼
の
場
合
憾
以
上
、

　
一
眼
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
％
以
上
（
矯

　
正
視
力
可
）
で
色
神
正
常
、
そ
の

　
ほ
か
身
体
強
健
で
体
質
上
欠
陥
の

　
な
い
者

三
、
試
験
方
法

第
－
次
試
験

　
ア
、
教
養
試
験
…
国
語
・
社
会
・

　
　
作
文

　
イ
、
体
力
診
断
テ
ス
ト

第
2
次
試
験

　
ア
、
第
1
次
試
験
の
合
格
者
に
対

　
　
し
て
□
述
試
験
と
身
体
検
査
を

　
　
行
い
ま
す
．

四
、
試
験
の
期
目
及
び
場
所

・
第
－
次
試
験

　
6
月
1
9
日
印

　
　
　
　
　
（

（
場
所
及
び
時
刻
等
は
、
受
験
者
に

別
途
通
知
し
ま
す
。
）

・
第
2
次
試
験

　
6
月
下
旬
に
実
施
し
、
場
所
及
び

時
刻
は
第
1
次
試
験
合
格
者
に
別
途

通
知
し
ま
す
．

五
、
合
格
発
表

　
第
1
次
、
第
2
次
試
験
と
も
受
験

者
に
合
否
を
通
知
し
ま
す
。

六
、
採
用

　
平
成
6
年
7
月
1
日
の
予
定

七
、
受
験
手
続
き

・
申
し
込
み

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
へ

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
、
‘
受
験
申
込
書

　
　
用
紙
は
、
十
日
町
地
域
消
防
本

　
部
総
務
課
、
川
西
分
遣
所
、
津
南

　
分
遣
所
、
並
び
に
中
里
消
防
詰
所

　
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

イ
、
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

　
（
調
査
書
で
も
可
）
　
　
　
　
・

・
申
込
受
付
期
間

　
5
月
1
0
日
㈹
か
ら
5
月
30
日
㈲

詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
地
域
消

防
本
部
総
務
課
暦
57
f
1
5
5
5
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
4

》逼

停
電
爆
隷
糠
譲

　
　
　
　
　
　
　
灘
翔
溝
せ

◎
停
電
地
域

　
新
屋
敷
、
本
屋
敷
の
全
部

◎
日
時

　
5
月
24
日
㈹
　
午
後
1
時
30
分
か

ら
午
後
4
時
ま
で

や
姦
撰
翻
織
勤
マ
ま
す

成
分
献
懲

　
次
に
よ
り
成
分
献
血
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
1
人
当
た
り
約
4
5
分
位
か

か
り
、
採
血
す
る
人
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
予
約
を
5
月
1
6
日
迄
に

民
生
課
に
お
願
い
し
ま
す
。

◎
日
時

　
5
月
1
9
日
㈲
受
付

　
午
前
9
時
30
分
～
n
時
30
分
ま
で

　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
30
分
ま
で

◎
会
場

　
保
健
セ
ン
タ
ー
前

新
規
幾
難
蘂
業
者

　
　
求
澱
藁
理
灘
明
会

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

次
の
と
お
り
新
規
学
校
卒
業
者
を
対

象
と
し
た
求
人
受
理
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
．

　
来
春
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る
事

業
所
は
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
及
び
会
場

・
5
月
3
0
日
㈲
　
午
後
2
時
か
ら

　
津
南
町
役
場
　
大
会
議
室

・
6
月
1
日
㈱
　
午
後
2
時
か
ら

　
ク
ロ
ス
ー
0
　
中
ポ
ー
ル

◎
内
容

・
最
近
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て

・
7
年
3
月
新
規
学
校
卒
業
者
の
募

　
集
手
続
き
に
つ
い
て

・
高
校
教
師
に
よ
る
採
用
ア
ド
バ
イ

　
ス
（
ク
ロ
ス
ー
0
の
み
）
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9

籔
睾鮒富耀睾長男｝如来寺

続訓吉樂巌嬰女｝上山

糧岡椿井騒李長男｝上山

か羅／神畷攣長女｝荒屋

磐剰江喋箋長女｝荒屋

笈矧富井芳豊子二男｝市之越

彦
子
規
子
一
子

　
美
　
美

直
由
秋
久
健
純

本
藤
野
駒
澤
澤

山
竹
高
生
関
中

｛
　
｛
　
｛

井之川

口
村
邉
口
口
田
林

大
田
渡
樋
樋
川
小

雄
義
志
代
作
魚
蔵
ツ

茂
友
正
千
耕
熊
讃
ム

心
灘
芋
芋
田
＋
倉
塩
盤
欝
器
躍

※掲載を希望しない方は届け出の際に
　申し出てください。

　農地転用とは、農地を住宅・工場敷地、道路、山林などの

農地以外の用途に転換することです。

1．対象の土地が農地であるか

　どうかは、現況で判断されます。

　地目が農地であれば、耕作がされていな

くても農地性が有る限り農地です。また、

地目が農地でなくても肥培管理がされてい

れば、農地とみなされ、転用には許可が必

要です。

3．採草放牧地の転用にも

　許可が必要です。

　採草放牧地を売買して転用する場合も許
鵡論必要です。しかし、採草放牧地の所有

者、利用者が自ら転用する場合には許可は

いりません。

2．一時的な農地転用にも

　許可が必要です。

　一時的な資材置場、砂利採取場などにす

る場合は、農地転用になります。

4．無断転用には、

　厳しい措置が講じられます。

　無断転用者には、新潟県知事が工事等を

中止させ、もとの農地に復元させることが

できます。これに従わない場合は、最高3
年以下の徴役または100万円以下の罰金に処

せられます。

◎胃がん検診・犬腸がん検診
　5月11日　宮常集落セン穿一
　5月翅田　溝津峡小掌校
　（受付〉　8三◎醗遜◎：◎0

◎妊婦健診・母親学級
　5月20臼　 上添態病院産婦人科
　妊婦健診（受付）1雛◎◎へ・13：調

　母親学級《内容〉婬産婦の疾病蚤防と

　　　　　　　　　　赤ち繕んの保育
◎乳幼兇健診
　5月1◎1匿1　2歳多魁健診，

　　　　　　　《｝護濫．1盤．1ヘン歪窪荏．3．31生）

　総合セ潔ダー　蕗二◎鰹・1＄：舗受付

　5月錨瞬乳蝿健診《歪蒲、β．歪へ縮、雛生・

　　　　　　　霊蓬5袖垂建。1　⇔歪護6．1．31生）

　総奮セン炎一　銘濁◎一1雛30受付

　5月23田　3歳蝿健診
　　　　　　　〈H2．12．1～蚤覆3。3．31生〉

　保健匙ンダー　13：0◎一墨3：3◎受付

◎ぷ鵬孝生ワクチン

　5月盤田　総奮麺ンダー
　《受轡）　　　玉4三◎O（》15こ◎◎

　初回　　韮蓬5．6。1～5．蛋2．3垂盤

　追加餐4．遡．欝5．5．謎生，

　兼投与著《満4歳兼満》

　農地を転用する場合には、法律上の制限があります。また、許可申請

の手続きには複雑な部分もあります。許可申請前に、役場農業委員会に

相談した方が円滑に手続きを進めることができます。

　　　　　　　　北陸地方3か月予報

1．天気

　5月　寒気が南下しやすく、気温の低い日が多いでしょう。

　　　曇りや雨の続く時期がある見込みです。

　6月　前線の活動は不活発で、平年に比べ晴れる日が多いでしょう。

　7月　前線の活動が活発で、大雨の恐れがあります。

　　　オホーツク海高気圧の影響で、気温の低い日が多いでしょう。

2．予想される天気経過
◎期間全体（5～7月）

　5月は寒気が南下しやすく、気温の低い日が多い。山沿いではおそ霜の恐れが

ある。梅雨入りは平年並で、梅雨明けは平年より遅い見込み。7月に梅雨前線の

活動が活発になる見込み。梅雨期間の降水量は平年並の見込み。

◎5月二寒冷低気圧やオホーツク海高気圧の影響で、気温が低くなり肌寒い日が

　　　　多い。曇りや雨のぐずついた時期がある。

◎6月二梅雨入りは平年並の見込み。梅雨前線は本州の南岸から遠ざかって活動

　　　　が弱まる。平年に比べ晴れる日が多い。

◎7月ニオホーツク海高気圧の影響で気温の低い日が多い。梅雨前線が本州付近

　　　　に停滞し活動が活発となり大雨の恐れがある。

3．おおよそのイメージ

　　　　　　5　　月
高い

気温

低い

6　　月 7　　月

・降

『

　気温の低い日が多い

曇りや雨の長く続く時期

前線活動不活発

晴れる日が多い

前線活動活発

大雨の恐れ

広報なかさと 平成6年5月10日



瀬切　香さん
集落芋沢

青春してます
　5目10目～5目25日

カレンタ“一
昭和49年1月21日生まれ　20歳

10（火〉 2歳児健診　倉総合センター
㊤13：00～13：30受付

11㈱
胃がん・大腸がん検診　合宮中集落開発セ

ンター　（D8：00～10：00受付

12休）

胃がん・大腸がん検診　合清津峡小学校

（D8：00～10：00受付

ポりオ生ワクチン　合総合センター

（Dl4：00～15：00

13働
心配ごと相談日（藤田義一）　合老人福祉セ

ンター　013：30～16：00

14仕）

16（月） 乳児健診　合総合センター

（D13：00～13：30受付

17（火〉

18㈱

19休）

20働

妊婦健診・母親学級　合上村病院

e13：00～13：30受付

心配ごと相談日（山田虎一）　合老人福祉セ

ンター　（D13：30～16：00

21ω

バードウォッチング　含清津峡ホテル駐車

場　（D5：00集合

23（月） 3歳児健診　合保健センター
013：00～13：30受付

24㈹

村民テニス教室　倉村民体育館
（D19：30～

ラージーボール卓球教室　合中里中学校体

育館（D19：30～

25㈱
※饗i璽鎌惹霧懇灘覇鐡蒙繋、御翻㈱i際継i薩謙懇

　　　　　　　灘i醸藻雛繕馨繊。

星座水瓶座
血液型O型
身長159cm
香さんは、5月3日に行われた

成入式を迎えたばかりの“フレッ

シュギャル”です。

現在、新潟トヨペット十日町営

業所にお勤めです。趣味は、「ドラ

イブと魚つり、ドライブは、友達

と遠くへいくのが好きで時問と暇

があればいつでも出かけます。魚

つりは、小千谷市の方まで魚つり

に出かけてます。」とのこと。

恋人は、とめ問いに「それはヒ・

ミ・ツ」

響　
灘

㊧中条病院禅右謂

⑳大熊内科医院臨讐1

　
4
月
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
の
、
何
を
書
い

て
い
い
の
か
、
ど
ん
な
写
真
を
撮

っ
た
ら
い
い
の
か
ま
っ
た
く
わ
か

ら
ず
、
迫
っ
て
く
る
の
は
、
原
稿

を
印
刷
会
社
に
提
出
す
る
日
。
こ

ん
な
も
ん
で
紙
面
が
調
度
良
く
う

ま
る
か
な
と
思
っ
て
書
い
て
た
も

の
の
割
付
け
を
し
て
み
る
と
ま
っ

た
く
字
数
が
あ
わ
な
い
。
あ
わ
て

て
書
き
直
し
を
す
る
始
末
。
「
慣
れ

る
ま
で
は
、
し
ょ
う
が
な
い
か
」

と
自
分
で
言
い
聞
か
せ
て
は
い
る

も
の
の
い
つ
に
な
っ
た
ら
慣
れ
る

の
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
村
民
の
皆
さ
ん
に
取

材
等
で
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な

る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

数
　
口

件
　
ゼ

故
者
者
故

事
　
事

通
　
亡

交
死
傷
死

●
●
●
●

6件

0人

6人

534日

4月末現在
（）は前月比

人ロ男3，331人（一6）女3，340人（一7）計6，671人（一13）　世帯数1，639（＋3）
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